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小
谷
家
の

修
復
・
保
存

都
内
で
式
の
晋
に
薯
志
譜
山
蕗

青
木
繁
が
「
海
の
華
」
を

描
い
た
館
山
市
布
良
の
小
谷

家
住
宅
の
修
復
、
保
存
に
向

け
、
全
国
の
画
家
で
組
織
し館山市布良でを前に記念誌を手にする海の幸会や地元の関係者ら=

た
「
N
P
O
法
人
青
木
繁
『
海

の
幸
』
会
」
(
大
村
智
理
事
長
)

が
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し

た
と
し
て
、
2
2
日
に
塞
泉
都

内
で
解
散
式
を
行
っ
た
。
翌

2
3
日
に
は
、
会
員
有
志
が
館

山
を
訪
れ
、
公
開
さ
れ
て
い

る
小
谷
家
を
見
学
し
た
。

溝
の
幸
を
生
ん
だ
小
谷
家

を
後
世
に
残
そ
う
と
、
全
国

の
画
家
、
美
術
関
係
者
で
平

成
2
2
年
に
発
足
し
た
団
体

で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の

大
村
氏
が
理
事
長
。

小
谷
家
、
地
元
保
存
会
、

市
と
協
力
、
連
携
し
て
修
復
、

保
存
に
向
け
た
運
動
を
展

開
。
会
で
は
広
く
全
国
に
向

け
て
寄
付
を
呼
び
掛
け
、
全

国
の
画
家
に
協
力
を
求
め
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
巡
回
展
な
ど

で
も
資
金
を
集
め
、
地
元
保

存
会
の
募
金
、
市
の
補
助
金

を
合
わ
せ
て
、
管
理
棟
建
設

を
含
め
た
総
工
費
4
3
0
0

万
円
を
集
め
、
修
復
、
公
開

を
実
現
し
た
。

大村理事長に感謝状を手渡す金丸市長二都内で

同
会
に
よ
る
と
、
会
の
運

動
に
賛
同
し
た
会
員
は
約
7

0
0
人
。
大
村
氏
も
個
人
で

多
額
の
寄
付
、
石
橋
財
団
も

ュ
2
0
0
万
円
助
成
し
て
お

り
、
同
会
の
呼
び
掛
け
で
集

ま
っ
た
寄
付
は
約
3
5
0
0

万
円
に
な
る
と
い
う
。

小
谷
家
は
2
年
か
か
り

の
修
復
で
平
成
2
8
年
4
月
、

「
青
木
繁
『
溝
の
幸
』
記
念

館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
⊥

月
末
現
在
で
来
場
者
は
5
0

理
事
長
ら
1
3
0
人
が
参

加
。
式
に
は
館
山
市
の
全
党

謙
一
市
長
も
出
席
し
、
「
海

の
幸
会
の
活
動
な
く
し
て
、

小
谷
家
の
修
復
は
で
き
な

か
っ
た
」
と
謝
辞
を
述
べ

醸
離

渡
し
た
。

次
郎
事
務
局
長
、
吉
武
敬
司

理
事
ら
会
員
有
志
1
 
4
人
が
、

小
谷
家
を
訪
れ
た
。
吉
岡
事

務
局
長
は
「
吉
武
さ
ん
と
こ

の
地
に
訪
れ
、
保
存
を
し
た

い
と
動
き
出
し
、
1
8
年
に
な

る
。
小
谷
家
が
修
復
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
形
で
公
開
さ

れ
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
。
青
木
繁
も
喜
ん

で
い
る
は
ず
」
と
笑
顔
。

解
散
に
あ
た
り
「
(
小
谷

家
を
修
復
す
る
と
い
う
∵
会

の
目
標
は
達
成
し
、
こ
こ
で

現
当
主
で
記
念
館
館
長
の

小
谷
福
皆
さ
ん
は
「
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
来
る

事
が
で
き
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
の
思
い
を
受
け
止
め
、
今

後
も
末
永
く
、
保
存
、
公
開

の
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。
訪
れ
た
人
に
、
青
木
が

こ
こ
に
い
て
、
海
の
幸
を
描

い
た
と
い
う
雰
囲
気
、
空
気

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
」
。
先
代
の
小
谷
栄

さ
ん
は
「
修
復
さ
れ
多
く
の

方
に
見
に
来
て
も
ら
っ
て
、

う
れ
し
い
ね
」
と
喜
ん
で
い

た
。

0
0
人
を
超
え
、
多
く
の
訪

問
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

お
り
、
会
で
は
当
初
の
月
的

は
達
成
し
た
と
し
て
、
活
動

を
ま
と
め
た
記
念
誌
発
行
を

も
っ
て
解
散
し
た
。

解
散
式
は
「
快
燦
会
」
の

名
称
で
都
内
で
あ
り
、
大
村

句
読
点
を
打
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
会
員
に
は
語
念
誌
を
配

布
し
、
地
元
の
保
存
会
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
た
。
今
後

は
会
員
が
個
々
に
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
に
加
入
し
、
親
元

の
保
存
、
管
理
を
支
援
す
る

形
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。
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